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「
満
開
の
桜

の
下
で
迎
え
る

入
学
式
」
と
聞

く
と
違
和
感
を

覚
え
る
人
が
い
る
。
私
が
学

生
時
代
を
過
ご
し
た
東
北
地

方
や
北
海
道
で
は
こ
れ
か
ら

桜
の
見
頃
を
迎
え
る
か
ら

だ
。
Ｇ
Ｗ
に
花
見
を
楽
し
む

地
域
も
少
な
く
な
い
。

　

花
見
の
起
源
は
、
一
説
に

古
代
の
農
民
の
豊
作
祈
願
と

さ
れ
て
い
る
。
桜
の
「
サ
」

は
田
の
神
、「
ク
ラ
」
は
依

代
（
よ
り
し
ろ
）
と
言
わ

れ
、
豊
穣
を
願
っ
て
桜
の
木

に
お
神
酒
や
食
べ
物
を
供
え

た
。
農
民
た
ち
は
桜
の
咲
き

具
合
を
見
て
、
豊
作
・
凶
作

を
占
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
永
田
町
の〝
桜
〞は

開
花
前
に
散
っ
て
い
っ
た
。

失
言
で
辞
任
し
た
桜
田
五
輪

相
だ
。
被
災
地
議
員
を
「
復

興
以
上
に
大
事
」
と
語
っ
た

姿
に
は
、
東
北
の
人
で
な
く

と
も
違
和
感
ど
こ
ろ
か
憤
り

を
覚
え
た
だ
ろ
う
。
閣
僚
の

相
次
ぐ
不
祥
事
は
現
政
権
の

凶
作
を
示
し
て
余
り
あ
る
。

　

10
月
の
消
費
増
税
を
含
む

今
年
度
予
算
が
成
立
し
た
。

桜
で
吉
凶
を
占
う
ま
で
も
な

く
、
不
景
気
が
押
し
寄
せ

る
。
医
療
機
関
の
損
税
が
ま

た
増
え
る
。
咲
き
乱
れ
る
の

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
名

の
「
あ
だ
花
」
か
。 

（
Ｙ
）

　ゴールデン・ウイークに
伴う本紙の発行と協会の業
務体制は次の通りです。
【新聞】５／５付休刊
【休務】４／27～５／６

おことわり

　

協
会
は
、
２
０
１
９
・
20
年
度
活
動
方
針
や
19
年
度
予

算
を
決
め
る
第
54
回
定
期
総
会
を
５
月
26
日
、
大
阪
市
内

で
開
く
。
記
念
講
演
は
、
中
島
美
砂
子
氏
（
元
国
立
長
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
幹
細
胞
再
生
医
療
研
究
部
部

長
）
が
歯
髄
再
生
の
革
新
的
技
術
に
つ
い
て
話
す
。
協
会

は
多
く
の
会
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
は
９
条
を
中
心
と
す
る
改
憲
に
意
欲
を

示
し
て
き
た
。
事
態
は
そ
の
方
向
に
ま
っ
す
ぐ
進
ん

で
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
改
憲
を
諦
め
た
と
も
思

え
な
い
。「
安
倍
改
憲
」
の
動
き
を
ど
う
見
た
ら
い

い
の
か
。
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
前
に
渡
辺
治

一
橋
大
学
名
誉
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

加
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　

記
念
講
演
で
は
、
本
紙
19

年
新
年
特
集
号
に
登
場
し
た

中
島
美
砂
子
氏
が
「
歯
髄
幹

細
胞
に
よ
る
歯
髄
再
生
医
療

〜
再
生
の
革
新
的
技
術
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
話
す
。
歯

髄
再
生
の
研
究
や
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
技
術
を
活
用
し
た
抜

髄
治
療
に
つ
い
て
解
説
し
て

も
ら
う
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
協
会

は
第
55
回
通
常
評
議
員
会
を

５
月
18
日
に
開
く
。

第
54
回
定
期
総
会

５
月
26
日
（
日
）
13
：
00
〜
18
：
40

（
於
： 

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
４
階
）

総
会
議
事　

13
：
00
〜
14
：
30

記
念
講
演　

15
：
00
〜
17
：
00

レ
セ
プ
シ
ョ
ン　

17
：
10
〜
18
：
40

【
議
案
】

① 

情
勢
、
17
・
18
年
度
活
動
総
括
、
19
・
20
年

度
活
動
方
針
案

②
18
年
度
決
算
報
告
案
、
監
査
報
告

③
19
年
度
予
算
案

④
事
務
局
長
・
名
誉
役
員
承
認
の
件

第
55
回
通
常
評
議
員
会

５
月
18
日
（
土
）
18
：
00
〜
20
：
00

（
於
：
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
）

【
議
案
】

① 

情
勢
、
17
・
18
年
度
活
動
総
括
、
19
・
20
年

度
活
動
方
針
案

②
18
年
度
決
算
報
告
案
、
監
査
報
告

③
19
年
度
予
算
案

④
理
事
、
監
事
の
選
出

と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

小
澤
力
理
事
長
は
、「
医

院
経
営
と
保
険
医
療
を
守

り
、
会
員
の
役
に
立
つ
、
魅

力
の
あ
る
協
会
活
動
に
す
る

た
め
、
会
員
の
皆
様
の
ご
参

　

定
期
総
会
で
は
、
①
情

勢
、
17
・
18
年
度
活
動
総

括
、
19
・
20
年
度
活
動
方
針

案
②
18
年
度
決
算
報
告
案
、

監
査
報
告
③
19
年
度
予
算
案

④
事
務
局
長
・
名
誉
役
員
の

承
認
―
―
の
４
議
案
が
あ

る
。

　

活
動
方
針
案
で
は
、「
会

員
の
権
利
と
経
営
を
守
る
運

動
」
や
「
住
民
本
位
の
暮
ら

し
、
い
の
ち
、
健
康
を
守

り
、
発
展
さ
せ
る
活
動
」
な

ど
５
つ
の
柱
を
提
起
。
政
府

の
医
療
費
抑
制
政
策
を
打
開

し
、「
診
療
室
か
ら
地
域
へ

飛
び
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
協

会
活
動
、
若
手
主
体
の
臨

床
、
経
営
、
雇
用
、
法
律
、

共
済
事
業
な
ど
の
企
画
」
に

取
り
組
み
、「〝
協
会
に
入
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
〞
と
思
え

る
活
動
を
め
ざ
し
て
い
く
」

と
し
た
。

　

組
織
拡
大
目
標
で
は
会
員

数
４
３
０
０
人
を
目
指
す
こ

衛
隊
を
明
記
す
る
と
い
う
、

異
例
の
改
憲
案
も
つ
く
っ

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
こ
の

も
く
ろ
み
は
後
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
一
つ
は
改
憲
反

対
の
運
動
の
高
揚
だ
。
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
支
え
る
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
と

九
条
の
会
が
合
流
し
て
改
憲

ん
で
い
た
。
19
年
は
天
皇
の

代
替
わ
り
や
７
月
の
参
院
選

が
あ
る
か
ら
「
そ
の
前
に
」

と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
。

　

市
民
と
野
党
の
共
闘
が
進

む
下
で
は
、
選
挙
を
す
る
と

３
分
の
２
の
確
保
は
難
し

い
、
衆
参
で
３
分
の
２
の
議

席
が
あ
る
う
ち
に
け
り
を
つ

け
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た

め
、
公
明
党
な
ど
へ
の
配
慮

か
ら
９
条
２
項
を
残
し
て
自

　

２
０
１
７
年
５
月
に
新
た

な
改
憲
案
を
発
表
し
「
２
０

２
０
年
に
新
憲
法
施
行
を
」

と
訴
え
た
時
、
安
倍
首
相
は

18
年
中
に
発
議
し
て
国
民
投

票
に
持
ち
込
も
う
と
も
く
ろ

入
れ
な
い
状
況
が
続
い
た
こ

と
だ
。

「
違
憲
性
」払
拭
が

「
違
憲
性
」払
拭
が

悲
願
悲
願

　

こ
う
し
た
状
況
を
見
て
、

気
の
早
い
マ
ス
コ
ミ
は
「
改

憲
は
も
う
無
理
」
と
い
う
見

方
に
傾
い
て
い
る
。
し
か

　「働き方改革」関連法が４月から施行され、勤務医
師の超過勤務の実態が取り上げられるなど「働き方」
が注目を集めています。一方で「開業医は事業主」と
され、その「働き方」が注目されることはほとんどあ
りません。
　協会は医科（大阪府保険医協会）と共同で、開業医
・歯科医の「働き方」にスポットをあてるべく調査に
取り組みます。結果は10月13～14日に開く医療研究フ
ォーラムのシンポジウムで発表するとともに、今後の
診療報酬改善運動などに活用いたします。
　調査用紙（Ａ４判、オモテ・ウラ）は本号に同封し
ていますので、開業医会員の多くの先生方の積極的な
ご協力をお願いいたします。回収締め切りは５月31日
です。
　調査に関する問い合わせは事務局（TEL06-6568-
7731）までお願いします。

え
て
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

可
能
と
し
、
戦
争
法
と
呼
ば

れ
る
安
保
法
を
強
行
採
決
。

自
衛
隊
を
海
外
に
派
兵
で
き

る
体
制
を
つ
く
っ
た
。

　

つ
く
っ
た
は
ず
だ
っ
た

が
、
や
は
り
９
条
を
残
し
た

ま
ま
で
は
、
め
ざ
す
軍
事
大

国
化
や
米
軍
と
一
体
で
海
外

展
開
す
る
活
動
は
容
易
で
は

な
い
と
気
付
く
。
南
ス
ー
ダ

ン
に
自
衛
隊
を
派
遣
し
て
み

た
が
何
も
で
き
ず
に
帰
る
し

か
な
か
っ
た
し
、
安
保
法
の

違
憲
性
や
、
海
外
で
戦
争
す

る
自
衛
隊
の
違
憲
を
問
う
裁

判
が
全
国
に
広
が
る
事
態
に

な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
今
シ
リ
ア
の
紛

争
な
ど
に
自
衛
隊
部
隊
を
送

れ
る
か
と
い
え
ば
、
多
分
無

理
だ
ろ
う
。
９
条
が
生
き
て

い
る
現
状
で
は
、
安
倍
首
相

反
対
の
「
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
結
成
。
３
０
０
０
万

署
名
を
提
起
し
、
世
論
に
一

定
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
モ
リ
カ
ケ

疑
惑
や
自
衛
隊
の
日
報
隠
し

な
ど
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、

野
党
の
抵
抗
で
、
国
会
で
は

発
議
ど
こ
ろ
か
、
憲
法
審
査

会
で
改
憲
案
の
審
議
に
す
ら

し
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な

い
。
安
倍
首
相
は
や
る
気
を

な
く
し
て
い
な
い
。
首
相
の

望
む
軍
事
大
国
の
完
成
の
た

め
に
は
、
９
条
改
憲
が
不
可

欠
だ
か
ら
だ
。

　

安
倍
政
権
は
当
初
、
困
難

な
明
文
改
憲
を
避
け
、
解
釈

改
憲
で
目
標
達
成
を
企
ん

だ
。
従
来
の
憲
法
解
釈
を
変

の
も
く
ろ
み
は
完
結
し
な

い
。
常
に
違
憲
性
の
影
に
お

び
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

安
保
法
や
自
衛
隊
の
海
外

派
兵
に
つ
い
て
何
が
な
ん
で

も
合
憲
性
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
―
―
首
相
は
あ

ら
た
め
て
、
そ
う
自
覚
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思

う
。
改
憲
は
安
倍
首
相
の
レ

ガ
シ
ー
づ
く
り
と
い
っ
た
、

個
人
の
思
い
だ
け
で
進
め
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
米

支
配
層
に
と
っ
て
焦
眉
の
課

題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。 

（
つ
づ
く
）

わ
た
な
べ
・
お
さ
む　

１
９

４
７
年
生
ま
れ
。
専
門
は
政

治
学
、
日
本
政
治
史
。
著
書

に
『
戦
後
史
の
な
か
の
安
倍

改
憲
』（
２
０
１
８
年
、新
日

本
出
版
社
）
な
ど
が
あ
る
。

歯髄再生テーマに中島美砂子氏が講演

７
〜
16
面
に
議
案

医療研究フォーラム特別調査

冨本昌之副理
事長が呼びかけ

「
開
業
歯
科
医
の
働
き
方
」

「
開
業
歯
科
医
の
働
き
方
」

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

首
相
は
ま
だ
ま
だ
や
る
気
だ

安倍首相の改憲問題を報じる
新聞各紙　　　　　　　　　

歯髄幹細胞を活用した
歯髄再生の研究を進め
る中島美砂子氏　　　

５・３憲法記念日特集

ど
う
見
る
改
憲

渡
辺
治
一
橋
大
学
名
誉
教
授
（上）


